
平成26年1月1日

平成2館門月1日改定 ・桑出の日本Ⅲ球ルール (改定概要)

公益財団法人 日 本卓球協会

平成25年9月1日の国際卓球連盟のルール改定を受け、国内ルールの改定を行ないます。第1華
基本ルールでは車補子プレーヤーヘの対応等、第2章競技ルールでは広告表示部分等に改定が行
われます。またこの改定とは別に、第2章2.2.2(競技用服装)の 服装の色に関する改定を行いま
すが、この部分の適用のみ平成27年9月1日で施行します。
(波線アンダーラインは国際ルール変更部分、一重線アンダーラインは (公財)日 本卓球協会が
修正し、遺記した部分を示す。)

第 1書 基本ルール

1.2 ネ ットアセンプリ
1.2.4ネ ットの最下部は、全長にわたって、プレーイングサーフェスにできるだけ接近していな
ければならない。またネットの両端は、1辺土駄!L主重ユュ上2支柱に密着させて取リイ、上け

0

1.7 リ ターン (文書体正)
1.7,1相 手競技若からサービスまたはリターンされたボールは、ネットアセンプリを越えまた
はう四して通過 し、直接あるいはネットアセンプ リに触れた後に相手ヨー トに触れるよ
うに打たれなければならない。

1.8 競 技順序
1.8B2ダ ブルスにおいては、ユ.8.量22食 生除止重車サ

ーバーが最初にサービスを行い、次に
レシーバーがリターンを行 う。次にサーバーのパー トナーがリターンを行い、その次にレ
シーパーのパー トナーが リターンを行 う。その後は各競技者がこの順序によつて交工に
リターンを行 うものとする。

1.8‐3ダ立盟矩組員盗立`ては主生塗くと遠盤旗者のっち五人がま身体虫瞬襲致L二上連襲適控盟処胆
する揚食は、最初にサーバーがサービスを行い、次にレシーバーがリターンを行う。その
後は、身体的障害を登2揮 のどちらの競技者がリタ

ーンを行って墨よし卜競技者の車柿子
はいかなる部分もセンターラインの延長線を越えてはならない。とか上_立 し数旗量の

最鮭無独飽五a蝕 過地盆囲盟箕選A立 上盈:独生         逮 二
器は相手競技材の組に1ポイントを与力_るn

第 2辛 競技ルール

2.2.2 競 技用服装
2.2.2.2競 技用シャツ(袖 襟ゝを除く)、ショーツまたはスカー トの―i:たる色は使用するボTル

の色≧現 らかに違 う色でなければならない。 (平成 27年 9月 1目適用)

2.2.5 広 告とマーキング

生と二上止 競技領域内およびその周辺の広告やマ
ーキングは、タバヨ製品、アルヨール飲料、

有替な薬物、連法な製品に関するものであってはならず、また人種、外国人嫌い、
性別、宗教、身体的障害の理由による敵対的な差別や含意、及びその他の種類の差
別を含んではならない命

2.2.5,2競 旗銀域の側賦のフェンスにつけるよンED(発 光ダイオ
ー ド)広 告を除いて、競技領

域内のどのような場所でも、蛍光性、発光性または光沢性の色を使用してはならニ
賞量負建瞳豊pま     れ ば盆二塗 いぶ

生≧二之止 フエンスにつける広告は、マッチを通して濃い色から明るい色に変えたり、明るい

色から濃い色へと変えたりすることはできないぃ



2.2.5。2.ュフェンスにつけるLED広 告は、マッチを通 して競技者の邪魔になるほど明るくて
はならず、ボールがインプレーの間は変えてはならない。

生ゑュ之遺 LED広 告は、ゴTTAの 計可がなければ使用することはできない。
2.2.5.3フ ェンスの内側のレタリング及びシンボルマークは、使用するボールの色と明らかに

連 う色であり、 2種 類までの色とし、縦の長さが40c m以 ドでなければならない。
2.2.5.4床につけるマーキングの色は、使用するボールの色と明らかに逮う色とする。
2.2,5.5競 技領城内の床に、 4ヶ 所まで広告をつけることができる。テープルの各エンド側に

加       弊
n以内になければならない。
所ずつ及び各エン ド面に lヶ所ずつ、製造業者

やメーカーの名前やロゴの恒久的な広告と、それ以外に一時的な広告を2け ることが
できるが、それぞれの広告の長さの合計は60cm以下でなければならない。

一時的な広
告は、恒久的な広告とは明らかに離れた位置に2け るものとし、他の卓球用具メ

ーカ
ーの広告であつてはならない。また、テープルの製造業者やメーカーが大会のタイ ト
ルスポンサーである場合を除いて、テープルの製造業者やメーカーの広告やロゴ、及
びテープルの名前や製造業若やメーカーの名前を、天板を支える脚や台に2け ること
はできない。

2,2.5.7ネットにつ4する広告は、旗魁          ぬ 丘逮上迫史虫範ォ ッ トの L端か
ら3cmの 部分には広告をつけてはならない。また、広告は網の空間を通した視野を妨
げるものであってはならない。

ユ5.1 ア ドバイス
2,5,1.4警告を受けてから、同じ団体戦において、更に逮反のアドバイスをした場合は、主審は
アドバイスをした者が讐害を受けた者かどうかにかかわらず、レッドカードを掲げ競
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技領域か ら遠 ざける。 に茸Sけ じ試合において
した場合は、主審はレッ ドカニ |ずア ドバイス

のア ドバイス

監督の氏名は主審に事前に通知されるもの

以 1 毛

団体機の☆合進行手順
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